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 6 月 3日（水）、県教育記念館において、標記の研修会が行われました。開会の

挨拶では、大島 一行 県小学校長会会長より、大きく３点の話がありました。 

 １点目は、「言葉」「豊かな心」についてです。「がんばれ」という一言も、受け

手には「違って聞こえる」こともある。子供に対する先生方の励ましの言葉は、

その子供のことを思う心が伴うことが大切である、ということです。 

２点目は、福井県で開催された東海・北陸地区連合小学校長会に参加した際の

ことです。福井県は、富山県と環境が似ていて、災害も少ない。辛抱強い県民性

のイメージがある。福井県の会長によると、福井県では学校統合について小規模

校も残す方針が強く、統合には消極的であるという。ところが、その福井県でも

令和 8年度はこれまでより 6校減っているのが現状である。富山県の今後につい

ても注視していく、ということです。 

 ３点目は、全国連合小学校長会に参加した際のことです。理事会において「夢

を語り合い、ともに未来の教育を描く」という会長のテーマに共感するとともに、

会長が、そのテーマについて説明する際、「ひとりでみる夢はただの夢に終わる。

みんなでみる夢は現実になる」というオノ・ヨーコの言葉を引用されたことに心

を動かされたこと。「自らの使命を自覚し、志高く挑戦し続け、子供たちと学校の

未来を描く 確かなビジョンと実行力をもって学校づくりを進める校長会」とい

うスローガンのもと、「子供たちと学校の未来を描く 確かなビジョンと実行力」

について考えていきたい、ということでした。 

 

 各部会からの報告・連絡の後、黒部市小学校長会より「令和８年度からの黒部

市立学校働き方改革推進プランの具現化に向けてー「働きやすさ」と「働きがい」

を両立させる「チーム黒部」の挑戦―」と題した提案を基に、研修を行いました。

黒部市では、令和１０年までに「時間外４５時間を超える教職員ゼロ」とし、「年

間の月平均を３０時間以下」とする高い数値目標を掲げて取り組んでおられると

のことでした。特筆すべきは、文部科学省の指針に基づき、「学校と教師の業務の

３分類」徹底し、本来、学校以外が担うべき業務の切り出しを明文化し、行政と

地域が一体となって教員を支える構造を構築しようとしている点です。提案後の

話合いでは、「働き方改革とは、教員が働きがいをもち、情熱をもって教壇に立ち

続けることで、子供たちによりよい教育を届けること

である」「時間外勤務が発生する要因が何かを分析し、

学校全体として対策について話し合う必要がある」「提

案の文言にもあるように、校長会として決意をもって

働き方改革を進めていく必要がある」等の意見が出さ

れました。今後も、校長会として教職員の心身の健康確

保（ウェルビーイング）を教育の基盤として捉え、取り

組むことの大切さを再認識したところです。 



 

 

 


